
1 
 

【情報公開文書】 

作成日 2026 年 1 月 5 日  

（最終更新日20  年  月  日） 

 

受付番号：  

課題名：採血合併症に関する研究 

 

１．研究の対象 

2022 年 4 月から 2025 年 12 月までに当院検査部の中央採血室で採血を実施した全ての外来患者

さん 

 

２．研究期間 

  研究実施許可日～2029 年 3月 31日 

 

 

３．試料・情報の利用及び提供を開始する予定日 

当院で試料・情報の利用を開始する予定日及び外部への提供を開始する予定日は以下の通りで

す。 

利用開始予定日： 20 年 月 日 

提供開始予定日： 該当なし 

 

 

４．研究目的 

本研究では、当院検査部中央採血室にて記録された採血合併症記録に基づき、採血合併症に対して発生

原因として考えられる要因を解析し、複数要因の中から合併症が起こりやすい要因を特定することを目的

とします。更には、得られた成果から合併症が起こりやすい状況を作り出さないように採血者や採血部位、

採血方法を工夫する取り組みを行い、合併症の発生率の動向を解析することを目的とします。 
 

 

５．研究方法 

当院検査部中央採血室にて記載された採血合併症記録に基づき、患者年齢、性別、診療科、採血者、採

血本数、採血回数、採血部位、さらに当院採血室で算出した採血者のレベル、患者の採血難度のデータを

集積し、採血合併症の要因を解析します。 
具体的には、全ての解析する要因のうち該当する割合を全て検討し、要因のうち合併症が起こりやすい

ものが何かを特定します。更には採血合併症が起こらない場合と起こる場合とで有意差の有無も比較検討

します。また、採血合併症の発生数は毎月記録し、要因特定が行われ、対策をとった後の発生状況の変化

も比較検討します。 
 

 

６．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：患者年齢、性別、診療科、採血者、採血本数、採血回数、採血部位、さらに当院採血室で算出し

た採血者のレベル、患者の採血難度のデータ 
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７．外部への試料・情報の提供 

該当なし 

 

 

８．研究組織 

本学単独研究 

 

 

９．利益相反（企業等との利害関係）について 

利益相反とは、研究者が企業など、自分の所属する機関以外から研究資金等を提供してもらう

ことによって、研究結果が特定の企業にとって都合のよいものになっているのではないか・研究

結果の公表が公正に行われないのではないかなどの疑問が第三者から見て生じかねない状態の

ことを指します。本研究は分野研究費を用いて行われます。また研究を実施するにあたり特定企

業との利害関係はありません。本研究の実施にあたっては、本学利益相反マネジメント委員会に

対して研究者の利益相反状況に関する申告を行い、同委員会による確認を受けています。この研

究の結果により特許権等が生じた場合は、その帰属先は研究機関及び研究者等になります。あな

たには帰属しません。 

 

 

１０．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究

計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出ください。 

また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご

了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場

合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

  当院における照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

担当者の所属・氏名：東京科学大学大学院 形態情報解析学分野 藤代 瞳 

連絡先：03-5803-5363,メールアドレス：fujishiro.aps@tmd.ac.jp 

 

当院の研究責任者：東京科学大学大学院 形態情報解析学分野 藤代 瞳 

 

１１．苦情窓口 

  東京科学大学 研究推進部研究基盤推進課 生命倫理グループ 
03-5803-4547（対応可能時間帯：平日9:00～17:00） 

 

 

 


